



Against Moralistic History 
The Story of Alice Doane as a Historical Romance
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はじめに
　カルロ・ギンズブルグ（Carlo　Ginzburg）は、
18世紀の英国作家であるデブt－、フィールデ
ィングの作品等を取り上げながら、当時の歴史
と小説の接近について述べている。西欧におけ
る文学マーケットの草創期において、小説家は
その社会的な信用を獲得するために、歴史への
接近をはかった。小説は単なる空想や創造の産
物と見なされていたが、歴史書は資料に裏打ち
された現実、真実を語る叙述として評価された。
このためデフォーらは、自らの物語を真実の記
録と称するようになる。【1】
　一方、小説家と歴史家が接近するにつれて、
互いの区別をつける必要も出てくる。この点で
は、歴史家がマクロな歴史を扱うとすれば、小
説家は個々人というミクロな視点から歴史を汲
み上げようとしていく。このように歴史という
素材をめぐり、小説家と歴i史家のいわば住み分
けができる。ただしギンズブルグによれば、こ
の分業体制も、文学産業が軌道に乗り出す19世
紀に入ると、バルザックのような社会風俗を描
き出す歴史家気取りの小説家、架空の庶民を主
人公にして歴史を読み解くティエリやミシュレ
といった小説家のような歴史家の登場により境
界線が曖味となっていく。【21
　ユ9世紀前半から中葉にかけての米国作家、ナ
サニエル・ホーソーン（Nathaniel　Hawthorne）
は、1850年代の『緋文字』（The　Scarle　t　Letter＞
や『七破風の家』（The　House　of　the　Seven
Gαbles）を創作していく際、税関や図書館に
ある公文書や出版物を用いながら、過去の出来
事を再構築したと考えられる。たとえば「緋文
字』の「税関」（’The　Custom－House’　）では、
古い資料を渉猟するホーソーンを思わせる歴史
家の姿が描かれている。ただし歴史家とは一線
を画す小説家として、コトン・マザーといった
権力側からのマクロな歴史ではなく、ヘスタ
ー・ vリンやマシュー一・モールといった市井の
人（架空であろうとモデルがいようと）の視点
から歴史的な出来事を見ようとしている。ただ
しこうした住み分けそのものが、歴史をめぐる
歴史家、小説家の安定した関係を保証するわけ
ではない。むしろホーソーンにおいては、1849
年に書かれた「メイン・ストリート」（　’Main
Street’）のように、歴史家への対抗意識を前
面に押し出した作品もある。本論では、1835年
に書かれた「アリス・ドオゥンの訴え」
（　’Alice　Doane’s　Appea1’）を中心に、小説家
ホーソーンにおける歴史家への対抗意識がどの
ように生じているのかを、考察していきたい。
英文学科
一83一
県立新潟女子短期大学研究紀要　第40号　2003
1　消された過去とその痕跡
　「アリス・ドオゥンの訴え」は、冒頭から自
然と入問による歴史の偽装、隠蔽について列挙
’していくe澱初は地名による偽装である。
‘Paradise’という地名が紹介された後で、その
場所が名前の示すようなくつろぎの場所ではな
いと語られる。次に樹木が丘の陰琶さを隠蔽す
る状況が報告される。6月の「ギャロウズ・ヒ
ル」（GalEows　Hili）に生えているマメ科の樹木
「ヒトッバエニシダj（wood－wax）は、黄色（金色）
の花を咲かせ、その葉は山腹を緑で彩る。しか
しこの景色は「偽りの緑」（deceitful　verdure）
と説明される。ヒトツバエニシダは叢生を可能
とする根を持つため、豊かな生態系を破壊して
いるのである。主人公が麓から丘を見上げると、
遠くから眺めたときに感じられた自然の豊かさ
が、全く感じられない。〔266－67）【31
　このような地名、植物の偽装工作は、ギャロ
ゥズ・ヒル、処刑の丘、の偽装に引き継がれる。
1692年の「魔女騒動の時代」（witch　times）の痕
跡、丘に刻まれた処刑場や墓の跡が、自然によ
って覆い隠されている。約150年近く前の風貴
において「時問と人問の労力」（time　and　human
teil）が変化をもたらさなかったほぼ唯一のも
のは、入り江と島々だけであり、それ以外の景
観は過去の姿をとどめていないのである。（268）
しかしこのように大地の表面に刻み込まれた傷
が消えているとはいえ、この場所はいまだに過
去を伝える力を失っていない。この丘は「薄れ
つつある過去の手招き」（the　summons　of　the
shadoWy　past）を、麓の住民にたいし行って
いる。また主人公とともに、ギャロウズ・ヒル
を登る二人の若き女性の「乙女心」（girly
spirits）は、「場の歴史的な力」（the　historical
　influence　of　the　spot）によって抑え込まれて
いる。（268）ただしこうした過去からの「手招
　き」にも関わらず、「この有名な丘へ巡礼に出
　る入は、ほとんどいない」（few　come　on
　pilgrimage　to　this　famous　hill）のである。
　（267）つまりギャロウズ・ヒルからの呼びかけ
　に応えないことで、自然が過去を消し去ること
　を許している。過去の消失は、人為的なもので
もある。
　主人公が自らの歴史小説を読み聞かせるため
に、この丘へ連れてきた二人の女性は、過去へ
の無関心を代表する。彼女たちの心には「滅多
に足を踏み入れられない場所」（the　seldom
trodden　places　of　their　hearts）があり、それ
はめったに足を踏み入れられないギャロウス・
ヒルを連想させる。（280）主人公は「場の歴史
的な力」を借りながら歴史を伝えることで、こ
の心、無関心に踏み入ろうとしている。しかし
歴史は、画期的な歴史香により既に伝えられて
いた。
2　歴史書による関心の消去
主人公は歴史への無関心の原因を、「我々が」
「伝説、伝承の時代」を生きていないことにあ
るとする。人々は、事件から半世紀もたたない
うちにその日付すら言えなくなっている。
　　　Till　a　year　or　two　since，　this
　　portion　of　our　history　had　been　very
　　imperfectly　written，　and，　as　we　are
　．not　a　people　of　legend　or　trad琵ion，　it
　　was　not　every　citizen　of　our　ancient
　　town　that　could　tell，　within　half　a
　　century，　so　much　as　the　date　of　the
　　witchcraft　delusion．（267）
　しかし主人公は、近年、「完壁に書かれた」
（perfectly　written）という歴史書を紹介する。
約150年近く前の「魔女騒動の時代」に関する
記念碑的な作品である。
　　　Recently，　indeed，　an　historian　has
　　treated　the　subject　in　a　manner　that
　　will　keep　his　name　alive，　in　the　only
　　desirabie　connection　with　the　errors
　　of　our　ancestry，　by　converting　the
　　hill　of　their　disgrace　into　an　honorable
　　monument　of　his　own　antlquarlan
　　lore，　and　of　that　better　wisdom，
　　which　draws　the　moral　while　it　tells
　　the　tale．　｛267》
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　ギンズバーグによれば．歴史家（hlstorian）
は18世紀中葉まで、史料収集家（antiquarian）
と一線を画していた。歴史家はいわば判決を下
す裁判官（judge｝のように、「現実という迷妄」
（the　illusion　of　reallty）を正し・隠されていた
真相を読者に伝えることをその職務としてい
た。しかしエドワード・ギボンが、『ローマ帝
国衰亡史』（177688）において両者の仕事を同
時に行う。これ以降、それまでの分業体制はな
くなっていく。ただしこの両方の職務が、均等
に行われるわけではない。実証主義的な記述か・
道徳主義的な記述のどちらかに比重が置かれる
ようになる。拠】
　上記の引用で紹介されている「歴史家」は、
モラルを引き出すことのできる素晴らしい見識
と、史料収集家（antiquarian）としての学識
を備えている。「物譲を語りながら自ずとモラ
ルが引き出される」物語的な歴史は、「栄えあ
る記念碑」（an　honorable　monument）となっ
た。不名誉（disgrace）の丘を題材にして、著
者は自らの名声を獲得したのである。しかし、
処刑の丘への巡礼者がほとんどいないという状
況を考えると、この著者名が生き残ることを約
束された歴史書は、必ずしも歴史への関心を育
てることに成功していないのである。つまり、
歴史家の書き込むモラルが、「我々の歴史が顔
を真っ赤にして記録する最もおぞましい事件」
（the　most　execrable　scene　our　history
blushes　to　record）を背景化している可能性が
ある。（267）
　対照的に、作者以外の読者を魅きつける力を
全く持たなかった歴吏小説が紹介される。それ
が主人公である無名の小説家によって、丘の上
で女性たちに朗読された作品である。主人公は
文芸雑誌「5－一グン』（the　Token）に作品を
掲載されるが、世間の注目を集めることはなか
った。（269）自らの故郷、ギャロウズ・ヒルN
にちなんだ作品であったが、住畏からも悪評さ
え寄せられない。「地上のホロコ←スト」
（‘The　Earth’s　Holocaust’）で描かれる焚書の
ように、主入公は自分の作品を、炎に投げ込む。
しかし作品を待ち受けるこうした不遇のなか
で、アリス・ドオゥンの話しは生き延びること
が出来た。
　マイケル・コウラカッチオ（Michael　j．
Colacurcio）やローLノン・バーラント（Lauren
BerlaAt）によれば、このアリス・ドオゥンの
話しをめぐる経緯は、ホーソーンの今は失われ
た作品「アリス・ドオゥン」（‘Alice　Doane’）
（1829）のたどった運命と酷似している。当時
ホーソーンは、この作品を所収する『我が故郷
の7つの物語』（Seven　Tales　of　My　Native
Lαnd）を出版しようと考えていた。しかし自
分の作品が故郷の入からも受け入れられない状
況を見て、原稿を燃やしたのである。しかし7
つの物語のうち、3つの作品が生き延びたと考
えられている。そのうちの一つが「アリス・ド
ォゥン」であり、これを「アリス・ドオゥンの
訴え」として書き直し、雑誌「トークン』
（The　Tohen）に掲載したのである。【S｝’
　このように、「アリス・ドオゥンの訴え」は、
ホーソーン自身の自伝的要素が多分に含まれて
いる。そのためこの作品をとおして小説家ホー
ソーンの歴史への眼差しを理解することができ
ると思われる。次の章では、歴史小説、アリ
ス・ドオゥンの話し、の内容について検討して
みたい。
3　歴吏小説と歴史の再現
’主入公の話しは、死体の発見から始まる。発
見された死体はレナード・ドオゥン（Leenard
Doane＞の兄弟（殺害後に判明する）ウオルタ
ー・ uロウム（Walter　Breme）である。アリ
スの兄レナードは、ブロウムを殺害した後に
「魔術師」（awizard）の小屋を訪れる。「小柄
で白髪の老いぼれた男」（asmall，　gray
withered　man）は、「まったくの痴れ者で子供
よりも脆弱」（senseless　as　an　idiot　and　feebler
than　a　child）であるが、いかなる「悪をも講
ずる」（devising　evil）ことのできる魔術師で
あった。
　この魔術師にレナードは自分が行ったブロウ
ム殺し、偏愛する妹アリスとブロウムの関係へ
の疑惑と嫉妬、殺入の衝動、といった「恐ろし
い告白」（dreadful　confession）を行っていく。
レナードはブロウムの殺害時に、「あたかも悪
魔が耳元でささやいているかのように」行動し
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てしまったと感じており，自分を突き動かして
いる「暗き籍動」（dark　impulses）の謎を、明
らかにするため魔術師を訪れている。（274）
　老入との而談で、レナードはブロウムとアリ
スの関係について話し、「疑う余地のないアリ
・スの恥辱」（indubitable　proofs　of　the　shame　of
Alice）について語る。これにたいし、魔術師
は笑い声をたてた。その喚笑にレナードは驚き、
告白を中断する。
　Leorlard　started，　but　jus亡　thell　a
gust　of輌nd　came　down　the
chimney，　forming　itself　into　a　close
resemblance　of　the　slow，　unvaried
laughter，　by　which　he　had　been
interrupted．一’Iwas　deceived，”
thought　he；and　thus　pursued　his
fearful　story．　（272）
　レナードは、煙突から入り込んだ一陣の風が、
その笑い声の正体であったかとも思う。魔術師
の笑い声か、風の音か定かではなかったが、こ
のときレナードは「騙された」（Iwas　deceived）
と感じる。ここで明らかな認識論的飛躍が生じ
ている。つむじ風かもしれない音が、老人の笑
い声と判断されたのである。これは老人を真犯
人に仕立てる恣意的な（誤）読である。同様に、
魔術師の顔もレナードの読み込みに利用され
る。老人の衷情は「空っぽ」（vacant）である
が、レナードはそこに「瞬時に往来する感情」
（flashes　of　expression）を読み込むことで、事
件と魔術師の深いつながりを探iる。（272）【6】
　（誤）読はレナrドの殺入にとどまらず、彼
の両親を襲った不幸にも及ぶ。レナードがブロ
ウムの死体を見ている場面で、一一陣の冷たい風
が吹く。このとき、レナードの目の前にあるブ
ロウムの死体が、「インディアン」に殺害され
た父親の死体に見えてくる（二人は親子なのだ
から似ているのは当然である〉。そして一陣の
風を合図に、レナードのなかで魔術師と、ドオ
ゥン家にふりかかったこれまでの不幸のすべて
が結びつく。しかし、魔術師がなぜそのような
ことを企んだのかについての説明はない。【7】
　説明のないところで成立する謎解きが、この
魔術師をめぐる騒動（ひいては魔女騒動全般）
の本質である。こうした謎解きの始まりは、レ
ナードが老人の住まいを訪れた時点にある。
　The　third　person　was　a　wizard；a
smaH，　gray，　withered　man，　with
丘endish　ingenuity　in　devising　evil，
and　SUperhUman　pOwer　tO　execute
it，　but　senseless　as　an　idiot　and
feeb覧er　than　a　ch韮d　to　all　better
purposes．　（270－71）
これまで見てきたレナードの（誤）読への衝動
を考慮すると、「老いぼれた」（withered）か
ら、魔術師（wizard）が連想されたようにも
考えられる。ブmウムの美徳が「枯れた」
（withered）花として描かれるように、「老い
ぼれた」（withered）が美徳の腐朽、すなわち
悪を行う特質として読み替えられた可能性があ
る。（272＞つまり、ある行為の結果から、魔女
なり魔術師と呼ばれるのではなく、（誤）読に
よる命名が、命名された者の行為を推断させて
いく。命名自体に根拠はなく、ただ命名の効果
として老人の罪が決定されていくのである。
　こうした命名済みの舞台では、証拠という言
葉が、意昧を持たないものとなる。この話しで
は前述した「疑う余地のない証拠」（indubltable
p．roof）について言及されている。妹アリスが
自分の実兄とは知らずにブロウムを愛し、近親
相姦の罪を犯したという証拠である。ブロウム
によって突きつけられる「疑う余地のない証拠」
によってレナードは苦悶する。しかしこの「証
拠」は、簡単に否定される。墓地に現れたプロ
“ウムの亡霊が、アリスの無実を証言するのであ
る。亡霊によりアリスの訴え（ただしアリスが
訴えた形跡はない）は認められ、証拠は棄却さ
れる。妹アリスにたいする近親相姦（incest）
の疑惑が消え、「天使」（Ange1）としてのアリ
スが復活するe一方で「疑う余地のない証拠」
は、愛する妹から、老人へと差配されていく。
　つまり命名済みの舞台には、笑い声、煙突を
通る風、容姿といった現象と、命名者の解釈だ
けがある。命名された人物を理解するために、
「証拠」を探す努力は行われない。こうした舞
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台では、一方的な推断が裁きの空間を構成して
いく。命名そのものが十分な証拠の機能を，果た
しているのである。
　そしてレナードと同じように、この作品を朗
読する主人公も、老入を魔術師へと仕立ててい
く。主人公は、墓地から亡霊たちが躍り出る場
面を読んでいたときの経験を、聞き役の女性た
ちに語る。主人公は、朗読する自分の声に、
「見えない精霊の飛びかう音」、「夏風のため息」
のような音が混じったと言う。
　While工held　my　page　of　wonders
in　the　fading　Iight，　and　read　how
Alice　and　her　brother　were　left
alone　among　the　graves，　my　voice
mingled　with　the　sigh　of　a　summer
wind，　which　passed　over　the　hil1－top
with　the　broad　and　hollow　sound，　as
of　the　fiight　of　unseen　spirits．｛277）
この後で、3人のいる場所が処刑された魔術師
の眠る墓地であることが語られる。つまり精霊
の声が魔術師の声であるという示唆が与えられ
るのである。主人公はレナードのように、風の
音に魔術師の声を聞く。実際、主人公はレナー
ドの視点に立っていた。主人公は、作品の読者
に、真犯人が魔術師であるということを徐々に
気づかせるような語り方をしたと述べている。
　ここで注目したいことは、主人公によるレナ
ードとのあからさまな共犯関係である。なぜ主
人公は、レナードや、作品に登場する17世紀の
住民（魔女を告発した人々）の一方的な「冷た
く、ぎらついた眼差し」（cold，　sparkling　eyes）
を、あからさまに繰り返すのであろうか。（274＞
一つには、魔女狩りを行った者たちの視線を繰
り返すことで、当時の日常世界を再現し、聞き
手に追体験してもらうことを期待していたと考
えられる。二つ目としては、あえてレナードの
視座を反復することによって、一方的な眼差し
にたいする疑念を生じさせるためとも考えられ
る。この疑念は、掻き消された声や事実への着
目を促すことになるであろう。
　ところが、結果は主人公の予測を覆す。話し
終わると、二人の女性は「おぞましすぎる、あり
えない話し」（too　grotesque　and　extravagant）
と言って、笑い出す。アリス・ドオゥンの話し
は、「古き迷信のなかでは十分な権威を持つと
された話し」（anarrative　which　had　good
authority　in　our　ancient　superstitions）であっ
た。それにもかかわらず二人に信用されなかっ
たことに、主人公は腹を立てる。実際は「これ
以上に狂気じみた話しによって多くの人が死に
追いやられた」（brought　to　death　by　wilder
tales　than　this）という言葉から、主人公が意
図的にレナードの視座を繰り返していたことが
わかる。しかし売れない作家が再起を賭けて朗
読した作品は、以前と同じような不遇を蒙る。
4　歴史小説と伝承時代の終わり
　ファンタジーとゴシック趣味の入り混じる歴
史小説が、知識とモラルを前面に押し出す歴史
書よりも、非合理的な証拠や証言を事実として
認定した魔女騒動の時代を描き出せると主人公
は考えた。しかし女性たちは、当時の奇態な状
況を物語る話しを聞いて、トートロジカルに
「ありえない話し」と言い放つ。「伝説、伝承時
代の人々」（apeople　of　legend　or　tradition）
から伝わる話しをふまえて生みだした（それゆ
えに「十分な権威を持つ」）歴史小説を、迷信
として理解しようとしないのである。
　主人公が話す、聞くの関係において、自らの
作品を朗読した理由は、迷信として放榔される
伝承文学が、どれほど魔女狩り当時の日常世界、
その心性を伝えるかを明証するためであった。
しかし語り部と聞き手という親密な口承空間の
形成、つまり若い女性たちの踏み荒らされてい
ない心に入り込もうという行為は、聞き手によ
って拒否されるのである。この拒否される理由
について、コウラカッチオは、「アリス・ドオ
ウンの訴え」の執筆当時に人気を博した歴史書
をとおして説明する。コウラカッチオは、「ア
リス・ドオゥンの訴え」の冒頭で紹介される記
念碑的な歴史書を、工831年に出版された「魔術
についての講義』（Lectures　on　IVitchcrαft）と
推定している。このチャールズ・アッパム
（Charles　Upham）の歴史書は、話しを読んで
いくとすぐに内容、さらにモラルまでもがN伝
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わってくるような直解主義的歴史記述と、迷信
が支配した時代を現在から区別して上から見下
ろすような［，一”1由空義的歴史記述によって構成さ
れている。そしてこうした歴史記述が、多数の
国、民によって認められた「歴史．書」（efficial
version）となった。【8】
　そのため魔女騒動の時代から伝承されるアリ
ス・ドオゥンの話しは、アッパムとは異なる語
り口ゆえに、理解されなかったとコウラカッチ
オは考えている。つまり「アリス・ドオゥンの
訴え」は、f伝説、伝承時代の人々」の話しを
理解しない読者の状況を伝えているのである。
　敷術して言えば、歴史理解よりも歴史記述の
手法が優先された時代をホーソーンが批判した
ことになる。コトン・マザーといった権力者を
スケープゴートに仕立て、そこに悪を集中させ
るような勧善懲悪型の歴史、読者がその時代を
愚かな時代であったと一括できる詑述が好まれ
たのである。コウラカッチオの言うように、こ
の作晶では過去の愚かな時代と今とを弁別しよ
うとする時代の風潮が問題化されている。この
弁別により、悪は現在と関係のない過去の遺物
となる。この問題意識から、主人公は「アリ
ス・ドオゥンの訴え」の最後で次のようなアピ
ールを行う。
　Yet，　ere　wεleft　the　hill，　we　could
’not　but　regret　that　there　is　nothing
on　its　barren　summit，ヨo　relic　of　old，
nor　lettered　stone　of　later　days，　to
assist　the　1magination　in　apPeallng
to　the　heart．　We　bu11d　the　memorial
column　on　the　height　which　our
fathers　made　sacred　with　their
blood，　poured　out　in　a　holy　cause．
And　here，　in　dark，　funereai　stone，
shouid　rise、　another　monument，
sadly　commemoratlve　of　the　errors
of　an　earlier　r屋ce，　and　not　to　be｛⊃ast
down，　while　the　human　heart　has
one　infirrnity　that　may　result　in
αime．（280）
過去の連累において生きる「私たち」、つま
り歴史的現在を生きる者には、過去の「過ち」
（errors）を再び生み出す可能性がある。その
ため過去に罪をおかしたことがあるならば、再
び罪をおかす可能性がある。独立戦争における
戦勝祈念のモニュメントが、栄光に満ちた行為
の繰り返しを期待するのであるならば、過去に
おける「過ち」も繰り返される可能性があり、
それを戒める恥のモニュメントが作られるべき
である。さもなくば、過去の罪のみならず、そ
れを繰り返す可能性を忘却してしまうと主人
公、あるいはホーソーン、は訴えている。実際、
1849年以降に書かれた「メイン・ストリート」
や『緋文字』の「税関」で、ホーソーンは魔女
時代の狂態が米墨戦争というかたちで復活した
と考えている。
終わりに
　自作の朗読により女性たちを感動させること
に失敗した主人公は、真実がフィクションより
「効果的」（powerful）かどうかを確かめようと、
二つ目の話し（同じく魔女裁判の話し）で再挑
戦する。結果は、主人公の「心情への訴え」
（appealing　to　the　heart）が成功し、女性たち
は震えあがる。真実と命名された二つ目の話し
は、コウラカッチオが言うアッパムの歴史書と
同じ勧善懲悪型のスタイルを採用している。魔
女裁判の犠牲者が登場し、次に告発者である住
民や地元有力者、最後にコットンマザーが悪の
権化として登場する。
予期したとおりに女性たちを怖がらせること
ができたとき、主人公は勝利の笑みを浮かべる。
このような笑みは、記念碑的な歴史書を書き上
げたアッパムの笑みと同質のものである。コウ
ラカッチオは二つ目の話しのなかで、ホーソー
ンがコトン・マザーの法廷における発言に批判
を加えたと述べ、アッパムの歴史記述と区別し
ようとする。【9】しかし主人公の笑みは、自分
の話しが受け入れられたことの笑み、読者を獲
得できた喜びである。売文業における成功の夢
を抱く当時のホーソーンは、読者の歓心を買う
ための「心への訴え」（appealing　to　the　heart）
と、過去の悪を忘却ナるなという「訴え」の狭
間で、揺れ動いていたように思われる。
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?
1ギンズブルグの「証拠と可能性」、特に第2
　章（269・84貢）および“　Checking　the
　Evidence”を参照のこと。
2　℃hecking　the　Evidence”の29698貢を参
　照のこと。
3　「アリス・ドオゥンの訴え」からの引用は・
　すべてThe　SnowJmageαnd　Uncollected
　Tales．　VoL　ll　of　the　centenary　ed．からのも
　　のである。
4　℃hecking　the　Evidence”の291－94貢を参
　　照のこと。
5　コウラカッチオについてはThe　Province　oプ
　Pietyの特に78－98貢を参照のこと。バーラ
　　ントについてはThe　AnatomPt　of　National
　　Fα瘍卵yの特に35－8貢を参照のこと』
6　ジェーン・トンプキンス（Jane　Tompkins）
　　は、“‘工ndians’：Textualism，　Morality、　and
　　the　Problem　of　History”のなかで、ペリ
　　ー・ミラー一がピューリタンの到着したアメ
　　リカを、ネイティヴ・アメリカンが住んで
　　いるにもかかわらず、あらかじめ「空白の
　　地」（vacant　land）と表現しておくことで、
　　ピューリタンの歴史を書き込む準備をした
　　と批判している。（61）この解釈をこの場面
　　で参考にした。
7別の場面では、魔術師が「ある緒条件のも
　　とでは、事件の謎を解き明かさざるをえな
　　かった」と説明されている。（274）どのよ
　　うな条件かは具体的に説明されていないが、
　　他の魔女の名前を告げるならば罪は許され
　　るといった内容であったかもしれない。た
　　だし魔術師が謎解きをしたというのであ．る
　　ならば、なぜ魔術師は処刑されることにな
　　るのか。なぜ魔術師が自らの不幸のために
　　謎を解くのか。この点についても説明がな
　　い0
8The．Province　of　pietyの88－92貢を参照のこ
　　と。
　9The　Province　oプ」Pietyの86頁参照のこと。
　　コトン・マザーはこの牧師が正式に任命さ
　　れていないという見解を示すことで・聖職
者を処刑することができた。しかしこの牧
師に「初荏聖職者」、（an　ordained　pastor）
という肩書きを書き込ウことで、ホーソー
ンは牧師の復権をはかろうとしているとコ
ウラカッチオは考える。
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